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■専門家が断言！ パワハラについての法的な理解の研修だけでは効果は限定的。 

パワハラを引き起こす怒りの感情をコントロールする研修とのセットが効果大！ 

------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
 
 
 

都道府県労働局等が窓口となり、企業の労働トラブル  
について相談を受けているその集計。職場の「いじめ・  

嫌がらせ（いわゆるパワハラ）」が右肩上がりで急増！  
そのことが原因で従業員の離職につながり人手不足が 
さらに深刻化に…。     
      
      
      
      
      
      
       
       
           行為者と被害者との間にある 
                          認識の大きなギャップ！ 
       
 
 
 
 

 
 

 

 

 
 

 
 
 

  
 
 
 
 

 アンガーマネジメント！ 
 

アンガーマネジメント・トレーニングで、怒り 

の感情と上手に付き合うことが出来るようになり、 

自分自身の健康的なセルフマネジメントに 

役立つとともに、職場のチームパフォーマンス 

も高まり、組織が活性化します。 

 
 

最近の職場で “ ”している問題を 

放っておくと､やっと採用できた従業員がすぐ辞める 

出典：厚生労働省「平成 30年度個別労働紛争解決制度の実施状況」 

パワハラはすべての職場にとっての課題 

私の職場は大丈夫！と考えると危ない！ 

パワハラ防止のための法的研修［理屈の理解］ 

パワハラ防止効果をより高め、さらに生産性・効率性も上げる！［感情のコントロール］ 

 受講者アンケートより  
 

「全く異なる他人の立場でどのような悩みがあるかを理解できた」 

「ハラスメントが発生する職場の特徴を自身の行動と照らし合わ

せ改善を図りたい」 

「コミュニケーションがとれ、職場の風通しが良くなりそう」 

「自分が不必要なことに対して怒りのパワーを使っていることに

気づかされた。今まで非効率的でした」 
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出典：厚生労働省「職場のパワーハラスメント対策ハンドブック」 

出典：厚生労働省「職場のパワーハラスメント対策ハンドブック」 

結果､働きやすい職場となり､生産性･効率性が上がり､経営や業務遂行にも 

良い成績･成果につながります。採用や社員定着にも波及効果が出ます。 

［理屈］と［感情］のセット研修を！ 

「出す怒り」もあれば 「出さない怒り」もある 

 

表情変わらなくても 

怒りが頭から離れない 

他人を傷つける怒りでパワハラに ／ 

自分で抱え込む怒りで効率性・判断力の低下に 
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 プログラム（例） ：ご要望に応じて内容変更いたします。 
 

時間 内  容 

１５分 １．職場におけるパワハラ対策の必要性・重要性 

２０分 
２．パワハラの概念、業務指導との関係、パワハラの６類型 

判例解説 

２０分 
３．アンガーマネジメントで目指すもの 

怒りの感情とは 

２０分 
４．アンガーマネジメントによるトレーニング 

衝動のコントロール、思考・行動のコントロール 

４５分 
５．アンガーマネジメント流叱り方 

「あなたの叱り方､相手にきちんと伝わっていますか？」【ロールプレイング】 

６０分 
６．チームビルディング 

「あなたの職場・チームで大切にすること」【ワーク】 
 

 時 間 ：基本９０分～１８０分（プログラムにより変わります。時間調整も対応可） 

 

 講 師 ：人事マネジメント研究所 進創アシスト 代表 鷹取 敏昭 
厚生労働省委託「ハラスメント対策専門家派遣」事業 専門家 

(一社)日本アンガーマネジメント協会認定ファシリテーターTM 

同 アンガーマネジメントハラスメント防止アドバイザーTM 

人事コンサルタント、社会保険労務士、社会福祉士 
 

 お問合せ ：電 話 ０９０－３２６９－７７１２ 
 
下表にご記入の上、ＦＡＸにて送信ください。折り返し連絡を入れさせてもらいます。 

メールの場合、同一の内容を明記の上、送信ください。［出来ればメール・FAX の方が助かります］ 
 

e-mail takatori@shinsou-assist.com 
 

ＦＡＸ ０５０－３７３７－５５３０ 
 

■貴社名・貴団体名 
フリガナ 
 

 

 

■所在地（〒          ） 
 

 

 

■ご担当者お名前 ■部署／役職名 
 

フリガナ 
 

 

 

 

■TEL 

■e-mail 

 

■FAX 

 

■ご相談内容（その他、感じている職場の課題などご記入いただけるとありがたいです。） 
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